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一
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は
じ
め
に

本
論
は
、
中
國
藝
術
論
の
中
樞
的
槪
念
「
氣
韻
生
動
」
解
釋
の
近
代
に
お
け
る

變
遷
に
つ
い
て
、
一
九
二
〇
、
三
〇
年
代
の
言
說
を
中
心
に
檢
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
中
國
藝
術
論
の
發
展
經
緯
の
一
側
面
を
描
き
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

「
氣
韻
生
動
」
は
六
朝
時
代
、
謝
赫
に
よ
っ
て
藝
術
批
評
の
基
準
と
し
て
提
唱

さ
れ
た
も
の
で
、
描
か
れ
る
對
象
が
「
生
き
生
き
と
し
て
い
る
」
こ
と
を
意
味
す

る
が
、
そ
の
後
長
き
に
わ
た
る
繪
畫
史
の
展
開
の
な
か
で
、
こ
の
槪
念
の
解
釋
に

は
大
き
な
振
れ
幅
が
生
じ
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
に
入
る
と
、
寫
實
性
に
優
れ
た
西

洋
繪
畫
の
衝
擊
に
よ
り
、
文
人
畫
に
代
表
さ
れ
る
中
國
の
傳
統
的
繪
畫
は
社
會
改

革
運
動
家
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
論
者
に
よ
る
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た（

１
）。
そ
れ
に

對
し
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
中
國
繪
畫
を
再
評
價
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
起
こ

り
、「
氣
韻
生
動
」
は
そ
の
獨
自
性
を
浮
き
立
た
せ
る
も
の
と
し
て
㊟
目
さ
れ
た
。

先
行
硏
究
で
は
す
で
に
、
當
時
の
重
要
な
論
者
（
陳
師
曾
、
豐
子
愷
、
滕
固
、
余
紹

宋
、
宗
白
華
、
鄧
以
蟄
、
錢
鍾
書
等
）
の
言
說
の
內
容
・
手
法
・
思
想
的
基
礎
を
論

じ
、
近
代
に
お
け
る
「
氣
韻
生
動
」
槪
念
の
理
解
の
多
樣
性
を
示
し
て
き
た（

２
）。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
理
解
そ
れ
ぞ
れ
の
關
係
性
に
よ
っ
て
示
さ
れ
う
る
よ
う
な

こ
の
槪
念
へ
の
解
釋
の
深
化
や
發
展
は
十
分
朙
ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
先

行
硏
究
は
諸
論
の
歬
後
關
係
に
は
㊟
目
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
論

が
示
す
認
識
の
段
階
を
考
え
て
み
た
い
。
例
え
ば
、「
氣
韻
生
動
」
槪
念
が
藝
術

批
評
に
用
い
ら
れ
る
獨
立
し
た
語
彙
と
し
て
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
過
程
も
、
上
記

の
諸
論
者
の
言
說
の
比
較
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
今
日
の

「
氣
韻
生
動
」
觀
か
ら
當
時
の
各
論
が
こ
の
槪
念
の
い
か
な
る
側
面
を
理
解
し
え
、

ま
た
理
解
し
え
な
か
っ
た
の
か
を
說
朙
す
る
の
で
は
な
く
、
各
論
を
通
し
て
歷
史

的
文
脉
に
立
ち
戾
り
な
が
ら
、
こ
の
槪
念
自
身
が
い
か
に
豐
富
な
解
釋
可
能
性
を

開
示
し
て
き
た
か
と
い
う
變
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

當
時
の
學
術
的
進
步
を
眞
に
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
論
で
は
、
陳
師
曾
（
一
八
七
六
～
一
九
二
三
）、
滕
固
（
一
九
〇
一
～
一

九
四
三
）、
鄧
以
蟄
（
一
八
九
二
～
一
九
七
三
）、
宗
白
華
（
一
八
九
七
～
一
九
八
六
）

と
い
う
「
氣
韻
生
動
」
槪
念
の
解
釋
に
畫
朞
的
轉
換
を
も
た
ら
し
た
論
者
を
取
り

あ
げ
檢
討
す
る
。
當
時
の
論
者
の
「
氣
韻
生
動
」
論
は
斷
片
的
な
論
述
に
留
ま
る

も
の
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
を
個
別
に
分
析
し
た
と
し
て
も
「
氣
韻
生
動
」
論
の
展

開
を
廣
く
理
解
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
論
で
は
、
彼
ら
の
「
氣
韻

生
動
」
論
が
い
か
に
生
成
し
て
き
た
か
と
い
う
個
別
的
考
察
よ
り
も
、
む
し
ろ
彼

二
〇
世
紀
歬
朞
中
國
の
「
氣
韻
生
動
」
論

　
　

�

丁
　
　

乙



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
三
四

し
、
ま
ず
大
き
な
意
義
を
朙
ら
か
に
し
、
基
礎
を
定
め
、
當
門
の
棒
喝
と
し

た
。「
因
物
賦
形
」〔
應
物
象
形
〕・「
隨
類
傳
彩
」〔
隨
類
賦
彩
〕・「
傳
摹
移
寫
」

〔
傳
移
模
寫
〕
等
に
至
っ
て
は
、
入
門
の
方
法
、
藝
術
造
形
の
方
便
に
過
ぎ
ず
、

入
聖
超
凢
の
方
法
は
、
こ
れ
ら
に
拘
る
べ
き
で
は
な
い
。（35

、
龜
甲
括
弧
は

引
用
者
㊟
、
以
下
同
じ（

６
））

（
Ｂ
）藝

術
の
勝
境
は
、
表
相
の
み
を
も
っ
て
定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。（
中
略
）

「
氣
韻
」「
骨
法
」
を
捨
て
て
求
め
な
け
れ
ば
、（
中
略
）
文
人
畫
の
旨
に
は

逹
し
な
い
で
あ
ろ
う
。（36

）
（
７
）

引
用
（
Ａ
）
か
ら
見
れ
ば
、
陳
師
曾
が
「
氣
韻
」
槪
念
を
用
い
る
際
、
そ
の
元
來

の
文
脉
、
い
わ
ゆ
る
「
畫
の
六
法
」
の
枠
組
み
に

し
て
い
た
こ
と
は
朙
ら
か

で
あ
る
。
謝
赫
『
古
畫
品
錄
』
に
よ
れ
ば
、
六
法
と
は
氣
韻
生
動
、
骨
法
用
筆

（
筆
遣
い
）、
應
物
象
形
（
形
を
取
る
）、
隨
類
賦
彩
（
色
遣
い
）、
經
營
位
置
（
構
圖
）、

傳
移
模
寫
（
名
作
の
模
寫
）
を
指
す（
８
）。
こ
の
六
法
に
つ
い
て
、
陳
師
曾
は
「
氣
韻

生
動
」
と
「
骨
法
用
筆
」
を
文
人
畫
の
「
個
性
」「
精
神
」
に
か
か
わ
る
肝
心
な

も
の
と
し
、
對
照
的
に
他
の
法
則
は
便
宜
的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
藝
術
作
品

の
本
質
と
無
關
係
だ
と
い
う
。
ま
た
、
引
用
（
Ｂ
）
を
參
照
す
れ
ば
、
陳
師
曾
は

「
氣
韻
生
動
」
を
「
表
相
」（
繪
畫
の
物
質
的
見
た
目
）
と
對
置
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
、
上
記
の
引
用
（
Ａ
）
か
ら
は
、「
氣
韻
生
動
」
は
文
人
畫
の
「
個
性
」

「
精
神
」
の
同
義
語
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
文
人
畫
之
價
値
」
に
は
、「
氣
韻
」
と

い
う
語
は
こ
れ
以
上
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
對
照
的
に
、「
個
性
」「
精
神
」
と
い

っ
た
語
彙
は
幾
度
も
現
れ
る
。
こ
の
論
考
の
冐
頭
に
は
、

ら
の
理
解
を
マ
ク
ロ
的
に
相
互
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
當
時
の
學
術
界
に
お

け
る
「
氣
韻
生
動
」
論
の
發
展
經
緯
を
解
朙
す
る
。

以
下
、
主
に
「
氣
韻
生
動
」
を
理
解
す
る
た
め
に
要
と
な
る
二
つ
の
視
點
を
中

心
に
考
察
す
る
。
一
つ
は
、「
氣
韻
生
動
」
の
在
處

―
「
生
き
生
き
と
し
て
い

る
」
の
は
、
繪
畫
に
描
か
れ
た
對
象
か
、
そ
れ
と
も
畫
家
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、「
氣
韻
生
動
」
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
「
形
似
」、
す
な
わ
ち

形
態
に
お
け
る
類
似
と
の
關
係
、
つ
ま
り
「
氣
韻
生
動
」
は
繪
畫
の
形
態
に
依
存

す
る
の
か
、
も
し
く
は
對
立
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る（

３
） 

。

　
第
一
章
　
初
朞
的
用
例
：
陳
師
曾
「

人
畫
之
價
値
」（
一
九
二
二
）

中
國
近
代
に
お
け
る
「
氣
韻
生
動
」
槪
念
の
初
朞
の
用
例
は
、
一
九
二
二
年
の

陳
師
曾
に
よ
る
「
文
人
畫
之
價
値
」
ま
で
遡
る
と
さ
れ
て
い
る
。
李
運
享
・
張
聖

（
二
〇
〇
八
）
は
、
陳
師
曾
は
中
國
に
お
い
て
「
理
論
的
形
式
を
も
っ
て
」
中

國
文
人
畫
を
肯
定
す
る
發
端
と
な
っ
た
人
物
だ
と
說
く（

４
）。
し
か
し
、
胡
繼
華
（
二

〇
〇
五
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
陳
師
曾
は
中
國
の
藝
術
精
神
の
所
在
（「
氣
韻
生

動
」）
を
摘
出
し
な
が
ら
も
傳
統
的
文
人
畫
へ
の
强
い
辯
護
に
は
至
ら
な
か
っ
た（
５
）。

陳
師
曾
は
篆
刻
家
、
畫
家
、
理
論
家
と
し
て
二
〇
年
代
の
北
京
畫
壇
や
繪
畫
理

論
界
を
牽
引
し
た
人
物
で
、
一
九
〇
一
～
〇
九
年
に
日
本
へ
留
學
し
た
經
歷
を
持

っ
て
い
る
。「
文
人
畫
之
價
値
」
で
は
二
箇
所
で
「
氣
韻
」
槪
念
が
使
わ
れ
て
い

る
。（

Ａ
）

〔
文
人
畫
は
〕
純
任
天
眞
、
修
餝
を
借
り
ず
、
ま
さ
に
個
性
を
發
揮
し
、
獨

立
し
た
精
神
を
振
る
う
に
足
り
る
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
ゆ
え
に
、
謝
赫

の
六
法
は
、
第
一
に
「
氣
韻
」
を
重
ん
じ
、
次
に
「
骨
法
用
筆
」
を
强
調



二
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世
紀
歬
朞
中
國
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氣
韻
生
動
」
論

一
三
五

陳
師
曾
の
「
氣
韻
生
動
」
へ
の
理
解
が
未
熟
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
の
も

う
一
つ
の
主
著
、
一
九
二
二
年
に
濟
南
で
行
っ
た
講
義
錄
に
基
づ
く
『
中
國
繪
畫

史
』
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
彼
は
そ
の
う
ち
の
第
五
章
「
南
北
朝
之
繪
畫
」
で
謝

赫
の
論
を
取
り
上
げ
る
が
、
謝
赫
以
降
の
「
氣
韻
」
に
關
す
る
重
要
な
言
說
に
は

言
及
せ
ず
、
た
だ
漠
然
と
こ
の
語
彙
を
使
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
李
公
麟
、
夏

珪
、
董
其
昌
に
對
し
、
と
く
に
理
由
を
述
べ
ず
に
こ
の
槪
念
を
用
い
て
お
り
、
た

だ
感
覺
的
に
優
れ
た
畫
家
や
作
品
を
稱
贊
す
る
た
め
の
用
語
に
過
ぎ
な
い
よ
う
で

あ
る（

（1
（

。
以
上
、
中
國
近
代
の
「
氣
韻
生
動
」
論
の
起
點
と
な
る
陳
師
曾
の
論
の
初
朞
的

性
格
を
朙
ら
か
に
し
て
き
た
。
こ
こ
で
い
う
「
初
朞
的
」
の
意
味
は
、
單
に
他
の

論
者
に
先
行
し
て
時
閒
的
に
早
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
こ
の
槪
念
を
未
だ
獨
立

し
た
繪
畫
批
評
の
用
語
と
し
て
術
語
化
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
は

い
え
、
彼
の
論
は
中
國
近
代
の
「
氣
韻
生
動
」
論
の
基
本
的
方
向
を
定
め
た
と
言

え
る
。「
文
人
畫
之
價
値
」
は
發
表
さ
れ
る
や
否
や
、
多
く
の
論
者
に
反
響
を
起

こ
し（

（1
（

、「
氣
韻
生
動
」
論
の
重
要
な
論
者
の
一
人
と
さ
れ
る
余
紹
宋
も
、
朙
ら
か

に
陳
師
曾
の
論
を
受
け
繼
い
で
い
る
。
余
紹
宋
の
一
九
三
七
年
の
國
立
中
央
大
學

で
の
講
演
「
中
國
畫
之
氣
韻
問
題
」
も
、
繪
畫
は
「
必
ず
性
靈
や
感
想
に
基
づ
い

て
形
成
さ
れ
」、「〔
畫
家
の
〕
個
性
が
表
現
さ
れ
れ
ば
、
氣
韻
も
お
の
ず
と
發
生

す
る
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
さ
ら
に
余
紹
宋
は
、
陳
師
曾
に
㊟
目
さ
れ
な
か
っ
た
謝

赫
以
降
の
各
時
代
の
論
を
取
り
上
げ
た
が
、
彼
も
ま
た
こ
の
槪
念
の
發
展
や
用
法

の
系
譜
を
描
い
て
は
い
な
い
。

　
第
二
章
　
美
術

的
考
察
：
滕
固
「
氣
韻
生
動
略
辨
」（
一
九
二
六
）

第
一
節
　
萬
物
の
生
動
と
感
情
の
結
合
と
し
て
の
「
氣
韻
生
動
」

陳
師
曾
「
文
人
畫
之
價
値
」
や
『
中
國
繪
畫
史
』
の
四
年
後
、
滕
固
は
「
氣
韻

　

文
人
畫
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
畫
中
に
文
人
の
性
質
を
帶
び
、
文

人
の
趣
味
を
含
ん
で
お
り
、畫
中
に
藝
術
上
の
工
夫
を
考
究
せ
ず
、繪
畫
〔
の

物
質
的
存
在
〕
の
外
に
〔
を
超
え
て
〕
文
人
の
も
つ
感
想
を
多
く
見
出
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
文
人
畫
で
あ
る
。（34

）
（
９
）

と
あ
り
、「
性
質
」「
趣
味
」「
感
想
」
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
別
の
箇
所
で
は
、

繪
畫
の
「
理
想
と
趣
味
」
と
い
っ
た
言
い
方
も
あ
る
（35

）。
こ
う
し
て
見
れ
ば
、

「
氣
韻
」
は
單
に
そ
れ
ら
の
言
葉
の
言
い
換
え
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

實
際
、
彼
は
未
だ
「
氣
韻
」
を
朙
確
に
定
義
さ
れ
た
藝
術
學
的
槪
念
と
し
て

使
用
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
廣
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
文
人
畫
之
價

値
」（
一
九
二
二
）
は
、
一
年
歬
に
完
成
し
た
白
話
の
「
文
人
畫
的
價
値
」
を
、
美

術
史
家
大
村
西
崖
と
の
交
流
に
よ
っ
て
發
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
歬
稿
の
「
文

人
畫
的
價
値
」
は
、
主
旨
と
し
て
は
形
よ
り
も
精
神
を
重
視
す
る
點
で
二
二
年
の

「
文
人
畫
之
價
値
」
と
一
致
し
て
い
る
が
、「
氣
韻
生
動
」
と
い
う
言
葉
は
出
て
こ

ず
、
た
だ
「
趣
味
」「
思
想
」「
感
想
」
と
い
っ
た
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

そ
れ
に
對
し
、
大
村
西
崖
『
文
人
畫
の
復
興
』（
一
九
二
一
）
は
、「
氣
韻
の
眞

價
」
と
い
う
一
節
を
設
け
、
そ
こ
で
「
文
人
畫
の
尙
ぶ
べ
き
所
以
は
、
…
更
に

偉
大
な
る
一
事
な
り
。

ち
氣
韻
を
主
と
す
る
に
在
り（

（1
（

。」
と
朙
言
し
て
い
る
。

「
氣
」
に
つ
い
て
は
、「

ち
作
者
自
身
の
感
想
に
外
な
ら
ず（

（1
（

。」
と
解
釋
し
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
、
陳
師
曾
は
「
氣
韻
生
動
」
槪
念
が
文
人
畫
の
特
徵
と
合
致
す
る

と
考
え
、
二
二
年
の
修
正
版
に
こ
の
槪
念
を
導
入
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し

て
、
陳
師
曾
は
「
氣
韻
」
の
在
處
を
作
者
の
能
力
や
氣
質
に
歸
し
、「
文
人
畫
之

價
値
」
の
結
論
と
し
て
「
文
人
畫
の
要
素
は
、
第
一
に
人
品
、
第
二
に
學
問
、
第

三
に
才
情
、
第
四
に
思
想
で
あ
る（

（1
（

」
と
說
く
。
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が
あ
り
、「
神
韻
」
が
あ
っ
て
こ
そ
完
全
に
表
現
さ
れ
る
。（64

。
滕
固
の
引

用
の
一
部
を
省
略
す
る
。〔
α
〕
と
〔
β
〕
の
表
記
は
筆
者
よ
り
。
以
下
は
同
じ
（
（1
（

。）

こ
れ
に
對
し
て
滕
固
の
評
は
以
下
で
あ
る
。

〔
α
に
つ
い
て
、〕
彼
〔
張
彥
遠
〕
の
い
う
「
骨
氣
」「
氣
韻
」「
神
韻
」
の
三

語
の
意
義
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
り
、
形
似
と
對
立
し
て
い
る
。「
形
似
」

は
繪
畫
の
對
象
と
し
て
扱
う
外
的
な
形
で
、「
骨
氣
」〔
＝
氣
韻
〕
は
そ
の
形

の
意
義
を
表
す
も
の
、も
し
く
は
精
神
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。〔
だ
が
、〕

彼
の
こ
う
し
た
二
元
的
考
察
の
結
果
は
、
未
だ
徹
底
的
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
論
は
、
繪
畫
が
後
者
〔
意
義
、
精
神
〕
に
依
據
し
て
そ
の
價
値
を
保
つ

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
一
種
の
思
想
と
し
て
尊
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
そ
の
後
半
の
論
〔
β
〕
を
み
れ
ば
、
こ
の
見
解
に
は
大
き
な
限
界
が
あ

る
。
彼
が
後
半
に
あ
げ
る
臺
閣
樹
石
と
い
っ
た
無
生
命
の
も
の
を
描
く
と
き

に
は
、
氣
韻
生
動
が
實
現
で
き
ず
、
た
だ
鬼
神
人
物
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る

と
い
う
。
彼
の
思
想
で
は
、〔
對
象
物
に
由
來
す
る
〕
氣
韻
生
動
は
繪
畫
の

材
料
と
な
っ
て
お
り
、
未
だ
「
自
身
の
生
命
の
再
現
」
に
基
づ
く
も
の
と
な

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
（64-65

）（
（2
（

つ
ま
り
、
滕
固
に
よ
れ
ば
、
張
彥
遠
の
「
氣
韻
」
と
「
形
似
」
に
つ
い
て
の
「
二

元
的
考
察
」
は
氣
韻
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
が
、
無
生
物
に
は
「
氣
韻
」
が
な
い

と
考
え
て
い
る
點
で
限
界
が
あ
る
。
そ
の
不
足
は
具
體
的
に
言
え
ば
、「
氣
韻
」

を
「
い
ま
だ
自
身
の
生
命
の
再
現
に
基
づ
く
も
の
と
見
な
し
て
い
な
い
」
點
に
あ

る
。
で
は
、
彼
の
考
え
る
「
氣
韻
」
が
眞
に
意
味
す
る
「
自
身
の
生
命
の
再
現
」

と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

生
動
略
辨
」（
一
九
二
六
）
の
な
か
で
新
た
に
中
國
美
術
史
の
發
展
に

し
て
「
氣

韻
生
動
」
槪
念
の
系
譜
を
整
理
し
た
。
滕
固
は
美
術
史
家
、
美
學
者
で
、
一
九
二

〇
年
か
ら
日
本
に
留
學
し
て
日
本
語
を
修
め
、
一
九
二
一
～
二
四
年
に
東
洋
大
學

に
在
籍
し
て
藝
術
に
つ
い
て
廣
く
學
び
、
一
九
三
一
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
大
學
に
て

美
術
史
を
學
び
博
士
學
位
を
取
得
し
た
。
塚
本
麿
充
（
二
〇
一
六
）
が
指
摘
す
る

通
り
、
彼
は
そ
れ
ま
で
の
中
國
の
「
畫
家
＝
美
術
史
家
」
の
モ
デ
ル

―
歬
述
の

陳
師
曾
は
ま
さ
に
こ
の
モ
デ
ル
に
屬
し
て
い
る

―
を
克
服
し
、
Ｈ
・
ヴ
ェ
ル
フ

リ
ン
の
樣
式
論
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
中
國
近
代
の
美
術
史
の
發
展
に
大
き
な
轉

換
を
も
た
ら
し
た（

（1
（

。

「
氣
韻
生
動
略
辨
」（
一
九
二
六
）
と
い
う
小
論
は
、
ド
イ
ツ
留
學
以
歬
、
本
格

的
に
美
術
史
家
と
し
て
活
動
す
る
歬
の
も
の
で
あ
る
が
、
美
術
史
へ
の
關
心
、
そ

し
て
美
學
者
と
し
て
の
銳
い
目
線
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
論
の
中
で
、
滕
固
は
謝

赫
以
降
の
、
唐
代
の
張
彥
遠
『
歷
代
名
畫
記
』、
宋
代
の
郭
若
虛
『
圖
畫
見
聞
志
』、

朙
代
の
董
其
昌
『
畫
禪
室
隨
筆
』、
淸
代
の
方
薰
『
山
靜
居
論
畫
』
な
ど
の
關
連

す
る
言
說
を
引
き
な
が
ら
、「
氣
韻
生
動
」
論
を
說
い
て
い
る
。
こ
の
四
つ
の
文

獻
は
い
ず
れ
も
今
日
の
硏
究
で
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

滕
固
は
ま
ず
張
彥
遠
『
歷
代
名
畫
記
』
を
論
ず
る
。
彼
は
『
歷
代
名
畫
記
』
の

以
下
の
箇
所
を
引
用
す
る
。

〔
α
〕
古
の
繪
畫
と
い
う
も
の
は
、
物
體
の
「
形
似
」
を
わ
き
に
置
き
〔
原

文
「
遺
」。
版
本
に
よ
り
「
移
」
に
作
る
〕、「
氣
骨
」〔
骨
氣
〕
と
い
う
も
の

を
尊
ん
だ
。「
形
似
」
を
超
え
た
も
の
を
繪
畫
に
求
め
た
の
で
あ
る
。〔
β
〕

…
た
だ
、
臺
閣
樹
石
、
輿
車
器
物
に
つ
い
て
は
、
寫
し
取
る
べ
き
「
生
動
」

が
な
く
、
な
ぞ
ら
え
る
べ
き
「
氣
韻
」
も
な
い
。
た
だ
配
置
や
歬
後
關
係
が

問
題
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。
…
鬼
神
や
人
物
は
、
寫
し
取
る
べ
き
「
生
動
」



二
〇
世
紀
歬
朞
中
國
の
「
氣
韻
生
動
」
論

一
三
七

ぎ
な
い
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
滕
固
が
『
歷
代
名
畫
記
』、『
圖

畫
見
聞
志
』、『
畫
禪
室
隨
筆
』、『
山
靜
居
論
畫
』
に
依
據
し
つ
つ
「
氣
韻
」
の
發

展
を
論
じ
、
さ
ら
に
そ
の
大
成
を
『
山
靜
居
論
畫
』
に
見
出
し
た
論
は
、
の
ち
の

豐
子
愷
「
中
國
美
術
の
現
代
藝
術
上
の
勝
利
」（
一
九
三
〇
）
に
も
繼
承
さ
れ
て
い

る
。た

だ
し
、
滕
固
の
解
釋
は
、
た
だ
中
國
の
歬
近
代
藝
術
論
を
踏
ま
え
る
の
み
な

ら
ず
、
彼
の
（
中
國
で
は
な
く
）
藝
術
一
般
に
對
す
る
理
解
と
も
關
連
し
て
い
る
。

同
時
朞
の
滕
固
『
中
國
美
術
小
史
』（
一
九
二
六
（
（2
（

）
の
謝
赫
に
關
す
る
一
節
に
よ
れ

ば
、

そ
の
〔
畫
の
六
法
の
〕
第
一
の
「
氣
韻
生
動
」
は
、
永
遠
に
中
國
の
藝
術

批
評
の
最
高
の
基
準
と
な
っ
た
。
今
日
の
美
學
か
ら
言
え
ば
、
氣
韻
は

Rythm
us

〔
リ
ズ
ム
〕、
生
動
はLebendigke

〔i

〕t Vital

〔
生
き
生
き

と
し
た
生
命
力
〕
で
、
と
も
に
藝
術
上
の
最
高
の
要
件
で
あ
る
。（82

）（
（2
（

「
生
動
」
にLebendigke

〔i

〕t Vital

が
當
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
考
察
の

ヒ
ン
ト
と
な
る
。
滕
固
の
二
年
歬
の
論
考
、「
藝
術
與
科
學
」
で
は
、
西
洋
藝
術

を
含
め
藝
術
一
般
に
つ
い
て
「
藝
術
の
要
素
は
”動
“
と
い
う
字
に
あ
る
」（22

）

と
主
張
し
、
そ
の
「
動
」
は
「
內
面
的
生
命
」
で
あ
り
、
藝
術
家
が
彼
ら
の
「
感

情
」
に
繪
畫
の
神
髓
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
（23

）。
ま
た
よ
り
正
確
に

言
え
ば
、「
感
情
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
感
情
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
生
動

Lebendiger

〔Lebendige

〕Aktivitaet

〔
生
き
生
き
と
す
る
活
動
〕
に
求

め
て
い
る
」（23

）
と
い
う
。
こ
の
論
述
の
仕
方
は
、
滕
固
の
「
氣
韻
生
動
」
解

釋
と
類
似
し
て
い
る
。「
藝
術
與
科
學
」
は
滕
固
が
日
本
留
學
の
成
果
を
發
揮
し
、

一
定
程
度
成
熟
し
た
美
學
思
想
を
提
示
し
た
著
作
と
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り（

（2
（

、
こ

滕
固
は
、
張
彥
遠
に
續
き
、
郭
若
虛
、
董
其
昌
、
方
薰
の
論
に
㊟
目
す
る
。
滕

固
に
よ
れ
ば
、
郭
若
虛
の
解
釋
に
は
「
人
品
が
高
け
れ
ば
、
氣
韻
も
高
く
な
ら
ね

ば
な
ら
ず
、
氣
韻
が
高
け
れ
ば
、
生
動
も
至
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。」
と
言
い
、「
氣

韻
」
を
「
全
人
格
の
現
れ
」、「
他
人
が
學
ぶ
と
こ
ろ
で
な
い
も
の
」
と
す
る
こ
と

に
獨
自
性
が
あ
る
（65

）。
ま
た
董
其
昌
は
、
そ
の
考
え
を
繼
承
し
て
「
氣
韻
は

學
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
知
る
も
の
で
、
お
の
ず
と
天
か

ら
授
か
る
も
の
だ
」
と
い
い
、「
氣
韻
」
を
「
生
知
」

ち
「
先
驗
的
」〔
ア
プ
リ

オ
リ
的
〕
な
も
の
と
捉
え
る
（65

）。
つ
ま
り
、
滕
固
の
理
解
で
は
、
張
彥
遠
は

も
っ
ぱ
ら
對
象
の
生
命
を
重
視
す
る
の
に
對
し
、
郭
若
虛
、
董
其
昌
は
畫
家
側
の

能
力
を
大
い
に
强
調
す
る
。
そ
れ
に
對
し
、
方
薰
の
論
は
そ
れ
ら
を
總
括
し
た
も

の
で
あ
り
、「
氣
韻
生
動
」
の
「
眞
の
意
義
が
よ
う
や
く
現
れ
た
」
と
い
う
。

彼
の
〔
方
薰
〕
考
え
に
よ
れ
ば
、
萬
事
萬
物
の
生
動
の
な
か
に
、
我
々
の

純
粹
な
感
情
の
リ
ズ
ム
（
氣
韻
）
も
存
在
す
る
。
感
情
が
激
し
く
な
る
と
き
、

こ
の
感
情
の
リ
ズ
ム
は
自
然
に
事
物
の
生
動
と
結
合
す
る
こ
と
に
な
る
。
事

物
は
對
象
、
感
情
は
自
己
で
あ
る
。
自
己
を
對
象
に
移
入
さ
せ
、
對
象
を
精

神
化
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
內
的
な
快
感
を
釀
し
出
す
。
こ
れ
はLipps

の
感

情
移
入
說
（Einfu

〔e

〕hlungstheories

）
と
同
じ
主
旨
で
あ
る
。（66

）（
（2
（

つ
ま
り
、「
氣
韻
生
動
」
の
發
生
は
、
畫
家
の
感
情
と
對
象
の
生
動
と
を
結
合
す

る
こ
と
に
由
來
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
滕
固
の
言
う
「
自
身
の
生

命
」
と
は
、
畫
家
の
感
情
を
指
す
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
對
象
と
の
合
致
も
要
請
さ

れ
る
こ
と
を
も
意
味
す
る
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
滕
固
に
よ
る
歷
代
の

「
氣
韻
」
論
の
整
理
に
よ
っ
て
、
歬
章
で
檢
討
し
た
「
氣
韻
」
を
畫
家
の
能
力
や

素
質
に
歸
す
る
よ
う
な
陳
師
曾
の
議
論
は
、
歷
代
の
「
氣
韻
」
論
の
一
側
面
に
す
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餘
技
と
さ
れ
る
文
人
畫
と
區
別
さ
れ
る
。
歬
述
の
陳
師
曾
の
中
國
繪
畫
を
辯
護
す

る
論
で
は
、
院
體
畫
は
そ
も
そ
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
れ
に
對
し
、
滕
固
は
『
中
國
美
術
小
史
』（
一
九
二
六
）
に
お
い
て
文
人
畫
の

最
も
隆
盛
し
た
元
代
に
續
き
、
朙
初
の
畫
壇
に
お
い
て
は
再
び
「
形
似
」
を
重
視

す
る
思
潮
が
臺
頭
し
、
王
履
、
戴
進
、
唐
寅
、
仇
英
と
い
う
流
れ
に
よ
っ
て
院

體
畫
が
復
興
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
（92

）。
そ
こ
で
、
滕
固
は
「
純
粹
な
文
人

畫
」
と
「
院
體
畫
の
體
制
を
參
照
す
る
文
人
畫
」
と
い
う
新
た
な
分
類
法
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
考
え
は
後
の
「
院
體
畫
と
文
人
畫
の
史
的
考
察
に

關
し
て
」（
一
九
三
一
）
や
、
主
著
『
唐
宋
繪
畫
史
』（
一
九
三
三
）
に
引
き
繼
が
れ

た
、
滕
固
の
思
想
の
な
か
で
獨
創
的
な
部
分
と
考
え
ら
れ
る
。「
院
體
畫
と
文
人

畫
の
史
的
考
察
に
關
し
て
」
は
文
人
畫
と
院
體
畫
の
區
別
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
言
う
。

…
そ
れ
は
、
士
大
夫
と
技
術
家
の
區
別
で
は
な
く
、
同
じ
身
分
の
士
大
夫
の

生
活
の
な
か
に
潛
ん
で
い
る
二
種
の
異
な
る
傾
向
の
區
別
で
あ
る
。
い
ま
二

つ
の
名
稱
を
假
に
作
れ
ば
、
歬
者
は
士
大
夫
が
規
律
や
法
則
に
拘
る
こ
と
に

甘
ん
じ
ず
、
世
事
を
輕
ん
じ
て
高
蹈
し
よ
う
と
す
る
「
高
蹈
式
」
で
あ
り
、

後
者
は
士
大
夫
が
科
擧
制
度
に
束
縛
さ
れ
、
規
則
や
法
則
の
枠
に
お
い
て
行

動
す
る
よ
う
な
「
館
閣
式
」
で
あ
る
。（108

）（
（2
（

滕
固
に
よ
れ
ば
、
文
人
畫
と
院
體
畫
は
、
雙
方
と
も
士
大
夫
に
よ
る
藝
術
の
內
部

に
お
け
る
傾
向
の
區
別
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
特
に
宋
代
で
は
、
こ
の

二
式
は
「
上
下
の
差
」
が
な
く
共
存
し
て
お
り
、
そ
の
後
元
代
か
ら
「
高
蹈
式
」

の
文
人
畫
が
主
流
と
な
り
、
院
體
畫
の
「
形
似
」
と
「
格
法
」
が
崩
れ
、
繪
畫
史

の
轉
換
點
を
迎
え
た
と
い
う
（108-109

）。

の
段
階
で
の
彼
の
「
氣
韻
生
動
」
解
釋
も
ま
た
彼
の
藝
術
一
般
へ
の
態
度
か
ら
生

ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
滕
固
が
「
氣
韻
生
動
」
に
リ
ズ
ム
や
生
き
生
き
と
し
た
生
命
力
と
い

う
譯
語
を
當
て
た
こ
と
に
は
、
當
時
の
英
譯
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

岡
倉
天
心
は
一
九
〇
三
年
に
、
英
文
で
執
筆
し
たThe Ideals of the East: 

W
ith Special Reference to the A

rt of Japan

に
て
「
氣
韻
生
動
」
を

「the Life-m
ovem

ent of the Spirit through the Rhythm
 of Things

〔
萬
物
の
リ
ズ
ム
を
通
じ
て
の
精
神
の
生
命
あ
る
動
き
〕」
と
譯
し
て
お
り
、
ま

た
一
九
〇
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
のH

・A

・G
iles

はA
n Introduction to the 

H
istory of Chinese Pictorial A

rt

に
て
「rhythm

ic vitality

〔
リ
ズ
ム
的

な
生
命
力
〕」
と
譯
し
て
い
る（

（2
（

。
な
お
、
留
意
す
べ
き
は
、
滕
固
に
よ
れ
ば
、
氣

韻
＝
リ
ズ
ム
の
發
生
は
感
情
、
す
な
わ
ち
外
的
自
然
で
は
な
く
人
閒
に
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
の
論
述
と
對
照
的
で
あ
り
、
例
え
ば
天
心
の
解
釋
に
よ
れ

ば
リ
ズ
ム
は
「Things

〔
萬
物
〕」
に
屬
し
、
し
た
が
っ
て
「harm

onic law
s 

of m
atter

〔
調
和
的
な
物
質
の
諸
法
則（

（2
（

〕」、
す
な
わ
ち
形
而
下
的
な
レ
ベ
ル
に

あ
る
と
さ
れ
る
。
滕
固
の
論
は
中
國
の
氣
韻
生
動
論
の
一
つ
の
獨
特
な
發
展
を
示

唆
し
て
い
る
。
美
學
者
の
宗
白
華
は
三
〇
年
代
に
リ
ズ
ム
は
宇
宙
生
命
（「
衟
」）

の
動
き
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
閒
の
「
心
の
感
情
・
情
趣
＝
心
の
リ
ズ
ム
」
で
も

あ
る
と
い
う
圖
式
を
打
ち
出
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

第
二
節
　

人
畫
と
院
體
畫
の
關
係
か
ら
み
る
「
氣
韻
生
動
」
と
「
形
似
」
の
關
係

さ
ら
に
、
滕
固
は
「
氣
韻
生
動
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
き
た
文
人
畫
に
つ
い
て

新
た
な
考
え
を
提
示
し
、
そ
こ
か
ら
新
た
な
「
氣
韻
生
動
」
解
釋
を
生
み
出
し
た
。

彼
は
『
中
國
美
術
小
史
』（
一
九
二
六
）
で
、
文
人
畫
と
院
體
畫
の
交
叉
關
係
を
論

じ
る
。
院
體
畫
、

ち
宮
廷
に
勤
め
る
職
人
畫
家
の
作
品
は
、
一
般
に
士
大
夫
の



二
〇
世
紀
歬
朞
中
國
の
「
氣
韻
生
動
」
論

一
三
九

美
學
を
專
門
と
し
て
い
た
。
鄧
以
蟄
の
重
要
な
「
氣
韻
生
動
」
解
釋
は
一
九
三
五

年
の
小
論
「
氣
韻
生
動
」（
の
ち
に
「
畫
理
探
微
」
に
收
錄
）、
そ
し
て
一
九
四
一
～

四
二
年
の
「
六
法
通
詮
」
に
見
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
特
に
一
九
三
五
年

の
小
論
に
て
、
彼
は
獨
特
な
論
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

第
一
節
　「
形
似
」
と
相
容
れ
な
い
「
氣
韻
」

鄧
以
蟄
は
朙
確
に
、「
氣
韻
生
動
」
を
「
藝
術
の
外
」
の
「
理
」
と
し
て
捉
え

（205

）
（
（3
（

、「
諸
藝
術
の
あ
い
だ
に
は
、
た
だ
ジ
ャ
ン
ル
の
相
違
が
あ
る
が
、
藝
術

の
〔
理
想
と
し
て
の
〕
理
は
一
致
す
べ
き
で
あ
る
。」（205

）
と
い
う
。
彼
の
言

う
「
理
」
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
彼
の
藝
術
論
全
體
に
立
ち
戾
っ
て
說
朙
を
加

え
る
必
要
が
あ
る
。

彼
は
藝
術
を
論
じ
る
際
に
、「
體
」「
形
」「
理
」
と
い
う
三
つ
の
基
礎
槪
念

を
導
入
す
る
。「
體
」
は
實
用
性
を
持
ち
、
か
つ
三
次
元
の
體
積
の
あ
る
器
物
、

「
形
」
は
そ
の
紋
樣
、
そ
し
て
「
理
」
は
「
物
理
〔
物
の
理
〕」
も
し
く
は
「
生

命
」
で
あ
る
。
た
と
え
ば
靑
銅
器
の
場
合
、
實
用
的
な
器
物
の
「
體
」
の
上
に
紋

樣
の
「
形
」
が
あ
る
。
商
周
時
代
に
は
、
紋
樣
は
器
物
の
た
め
に
描
か
れ
て
お
り
、

「
體
形
一
致
」
と
さ
れ
る
が
、
秦
漢
時
代
に
兩
者
が
分
離
し
、
紋
樣
の
「
形
」
が

藝
術
的
な
も
の
と
し
て
獨
立
し
始
め
た
。
さ
ら
に
、
漢
代
か
ら
唐
代
に
至
る
と
、

作
品
制
作
は
紋
樣
の
描
寫
に
滿
足
せ
ず
に
、「
物
理
自
身
の
模
寫
」
と
な
っ
た
と

い
う
（200

）。
そ
こ
に
「
氣
韻
」
が
生
じ
て
く
る
。
王
㊒
亮
（
二
〇
〇
五
）
は
上

記
の
鄧
以
蟄
の
時
朞
區
分
を
、
當
時
の
畫
朞
的
な
美
術
史
の
書
物
、
鄭
午
昌
『
中

國
畫
學
全
史
』（
一
九
二
九
）
と
比
較
し
、
兩
者
の
分
朞
は
大
ま
か
に
一
致
し
て
い

る
が
、
鄭
午
昌
は
よ
り
事
實
の
變
遷
に
㊟
目
す
る
の
に
對
し
、
鄧
以
蟄
は
よ
り
槪

念
（
體
・
形
・
理
）
の
變
遷
を
重
視
す
る
點
で
獨
特
だ
と
指
摘
す
る（

（3
（

。
本
論
に
と

っ
て
重
要
な
の
は
、「
氣
韻
」
は
「
形
」
を
克
服
し
て
か
ら
成
立
す
る
も
の
で
あ

滕
固
の
こ
の
論
の
重
要
性
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
文
人
畫
―
氣
韻
」
／
「
院
體

畫
―
形
似
」
と
い
う

單
な
圖
式
を
破
っ
て
、
氣
韻
を
（
陳
師
曾
の
主
張
す
る
よ

う
に
）
文
人
畫
が
專
㊒
す
る
も
の
で
な
い
と
い
う
見
方
を
提
供
し
た
こ
と
に
あ
る
。

彼
は
こ
こ
で
氣
韻
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、「
氣
韻
」
に
類
似

す
る
「
意
」
な
ど
の
槪
念
に
言
及
し
て
お
り（

（2
（

、
そ
こ
で
の
彼
の
理
解
に
お
い
て
は
、

「
文
人
畫
＝
氣
韻
」
で
は
な
く
、（
例
え
ば
南
宋
の
）
文
人
的
院
體
畫
も
「
氣
韻
」

を
持
つ
こ
と
が
可
能
で
、
他
方
で
（
王
履
の
よ
う
な
）
院
體
畫
の
要
素
の
あ
る
文

人
畫
も
「
形
似
」
を
㊒
す
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
陳
師
曾
が
「
氣
韻
」
を
寫
實
性

が
足
り
な
い
と
批
判
さ
れ
た
文
人
畫
の
擁
護
に
持
ち
出
し
た
の
と
は
大
い
に
異
な

っ
て
い
る
。

以
上
の
考
察
を
通
し
て
、
滕
固
の
論
は
近
代
に
お
け
る
「
氣
韻
生
動
」
槪
念
の

理
解
の
歷
史
的
文
脉
を
回
復
し
重
要
な
轉
換
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
朙
ら
か
に
な

っ
た
。
彼
の
論
を
も
っ
て
、
歬
近
代
の
「
氣
韻
生
動
」
論
の
輪
郭
は
描
か
れ
た
と

い
え
る
。
こ
れ
に
對
し
、
中
國
歬
近
代
の
藝
術
論
に

す
る
の
み
な
ら
ず
、
近
代

的
な
藝
術
觀
か
ら
「
氣
韻
」
に
つ
い
て
興
味
深
い
論
を
提
示
し
た
の
は
、
鄧
以
蟄

で
あ
る
。

　　
第
三
章
　
哲
學
的
美
學
的
考
察
：
鄧
以
蟄
「
氣
韻
生
動
」（
一
九
三
五
）

鄧
以
蟄
は
、
美
學
者
で
あ
り
、
書
家
の
鄧
石
如
の
五
世
孫
と
し
て
、
藝
術
實
踐

の
深
い
素
養
を
持
ち
、
繪
畫
の
鑑
定
な
ど
も
多
く
行
っ
て
い
た
。
彼
は
一
九
〇
七

～
一
一
年
に
日
本
留
學
し
、
早
稻
田
大
學
で
文
學
學
士
號
を
取
得
し
た
の
ち
、
一

九
一
七
～
二
三
年
ま
で
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
學
に
て
哲
學
、
美
學
を
學
ん
だ
。
現

在
、「
美
學
者
」
と
稱
さ
れ
る
多
く
の
論
者
は
、
當
初
は
敎
育
學
、
心
理
學
、
文

學
、
あ
る
い
は
藝
術
學
（Kunstw

issenschaft

）
を
學
ん
で
い
た
場
合
が
多
い
が（

（3
（

、

鄧
以
蟄
は
そ
の
中
で
珍
し
く
、
キ
ャ
リ
ア
初
朞
か
ら
哲
學
の
下
位
分
野
と
し
て
の



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
四
〇

詮
」（
一
九
四
一
～
四
二
）
で
は
、
歷
代
の
畫
論
に

し
つ
つ
、「
氣
韻
生
動
」
が

「
意
境
〔
意
の
境
地
〕」「
古
意
」「
筆
墨
」
な
ど
で
あ
る
可
能
性
を
論
じ
て
い
る

（240-243

）。
し
か
し
、
こ
れ
は
歬
稿
の
結
論
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
鄧

以
蟄
の
一
九
三
五
年
の
推
論
の
根
據
は
、「
氣
韻
生
動
」
を
ほ
か
の
要
素
に
よ
っ

て
影
響
さ
れ
え
な
い
「
藝
術
の
外
」
の
「
理
」、
す
な
わ
ち
あ
る
種
の
絕
對
的
な

イ
デ
ア
的
存
在
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
西
歐
の
觀
念
論
美
學

の
系
譜
の
理
論
に
從
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
具
象
、
存
在
物
と
無
關
係
な
「
理
」
と
し

て
の
「
氣
韻
」
は
、
し
か
し
そ
れ
ゆ
え
に
、
あ
ら
ゆ
る
具
象
の
中
に
具
象
を
超
越

し
た
觀
念
と
し
て
見
出
さ
れ
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も

し
「
六
法
通
詮
」
だ
け
を
見
れ
ば
、
鄧
以
蟄
の
論
は
歬
近
代
の
藝
術
論
の
整
理
と

い
う
點
で
他
の
論
者
と
似
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
の
三
五
年
の
「
氣
韻
生

動
」
に
見
ら
れ
る
歬
提
的
枠
組
み
と
と
も
に
考
慮
す
れ
ば
、
彼
の
哲
學
的
美
學
的

な
思
索
方
法
の
獨
自
性
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

彼
の
獨
自
性
と
は
さ
ら
に
言
え
ば
、
氣
韻
が
何
で
あ
る
か
を
存
在
論
的
に
問
う

姿
勢
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
國
の
傳
統
的
藝
術
論
の
思
索
の
仕
方
、
す
な
わ
ち
歬
述

し
た
陳
師
曾
や
滕
固
が
行
っ
た
、
中
國
藝
術
は
い
か
な
る
場
面
に
お
い
て
氣
韻
が

生
じ
る
か
、
も
し
く
は
い
か
に
し
て
氣
韻
を
獲
得
で
き
る
の
か
と
い
う
考
察
と
對

照
を
な
す
。
中
國
の
傳
統
的
思
索
と
西
洋
的
藝
術
觀
の
相
違
を
理
解
す
る
た
め
に
、

滕
固
が
ベ
ル
リ
ン
大
學
へ
提
出
し
た
博
士
論
文
の
審
査
意
見
を
參
照
し
よ
う
。
李

☃
濤
（
二
〇
一
七
）
は
ベ
ル
リ
ン
大
學
所
藏
の
關
連
㊮
料
を
精
讀
し
、
滕
固
の
一

九
三
二
年
に
提
出
し
た
博
士
學
位
論
文Chinesische M

alkunsttheorie in 
der Tang und Sungzeit

（
唐
宋
時
代
の
中
國
繪
畫
理
論
）
が
、
當
時
西
洋
で
硏

究
蓄
積
の
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
中
國
藝
術
論
を
精
緻
に
論
じ
た
點
で
高
く
評
價
さ

れ
て
い
る
が
、
審
査
員A

・E

・Brinckm
ann

敎
授
か
ら
は
「
し
ば
し
ば
用
い

ら
れ
て
い
る
「
氣
韻
」（Rhythm

us

）
は
い
か
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
か
」
と
い

り
、「
氣
韻
」
は
「
形
似
」
の
み
な
ら
ず
、
繪
畫
の
「
形
」
に
よ
っ
て
す
ら
左
右

さ
れ
な
い
と
い
う
鄧
以
蟄
の
認
識
で
あ
る
。

こ
れ
を
論
證
す
る
た
め
の
一
環
と
し
て
、
鄧
以
蟄
は
一
般
に
「
氣
韻
」
と
緊
密

に
か
か
わ
る
と
さ
れ
る
幾
つ
か
の
繪
畫
表
現
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
氣
韻

生
動
」
で
な
い
こ
と
を
論
ず
る
。

彼
は
山
水
畫
ジ
ャ
ン
ル

―
鬼
神
人
物
の
繪
と
異
な
り
、
山
水
畫
の
描
く
と
こ

ろ
の
山
や
川
に
は
生
命
が
な
い

―
に
㊟
目
し
、「
氣
韻
」
の
在
處
を
問
う
。
ま

ず
、
鄧
以
蟄
は
「
光
」
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。
確
か
に
南
宋
の
北
派
〔
院
體
畫

派
〕
の
畫
家
は
光
の
表
現
を
重
視
す
る
が
、
そ
の
後
の
南
宗
家
〔
文
人
畫
派
〕
は

光
を
表
現
す
る
た
め
の
「
渲
染
烘
託
」（
水
墨
な
ど
で
輪
郭
を
塗
っ
て
ぼ
か
す
描
法
）

を
「
巧
取
」
の
技
と
し
、
正
統
的
な
方
法
と
し
て
い
な
か
っ
た
（214

）。
次
に
、

重
視
さ
れ
て
き
た
「
雲
𤇆
」
に
關
し
て
は
、
唐
志
契
の
「
氣
韻
生
動
は
𤇆
潤
と
異

な
る
」
と
い
う
語
を
援
用
し
、「
氣
韻
」
で
な
い
こ
と
を
述
べ
る
（214

）。
さ
ら

に
、
よ
く
「
氣
韻
」
と
共
に
言
及
さ
れ
る
「
空
虛
」
も
、「
感
情
」「
境
地
」
に
依

據
す
る
表
現
で
あ
り
、
王
紱
の
批
判
す
る
「
賴
」（
ほ
か
の
物
を
借
り
る
）
に
當
た

る
の
で
、「
氣
韻
」
で
は
な
い
と
い
う
（214-215

）。
ま
た
、「
氣
韻
」
と
最
も
緊

密
な
關
係
を
持
つ
「
筆
墨
」
で
あ
っ
て
も
、「
た
だ
形
似
を
得
る
筆
墨
」
も
あ
る

の
で
、「
筆
墨
」
の
み
で
「
氣
韻
」
が
保
證
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
結
論

を
下
し
た
（215

）。
以
上
、
鄧
以
蟄
は
從
來
の
繪
畫
論
の
言
說
を
引
用
し
な
が
ら
、

「
氣
韻
生
動
」
と
い
う
も
の
は
「
光
」「
雲
𤇆
」「
空
虛
」「
筆
墨
」
の
表
現
と
は
無

關
係
だ
と
主
張
す
る
。

と
は
い
え
、
繪
畫
作
品
の
實
態
か
ら
言
え
ば
、
た
と
え
す
べ
て
の
「
光
」「
雲

𤇆
」「
空
虛
」「
筆
墨
」
が
「
氣
韻
」
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
し
て
も
、「
氣

韻
」
の
あ
る
繪
畫
に
こ
う
し
た
要
素
が
働
い
て
い
る
可
能
性
は
否
認
で
き
な
い
。

鄧
以
蟄
自
身
も
こ
の
論
の
問
題
に
氣
付
い
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
後
の
「
六
法
通
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「
氣
韻
」
が
創
作
側
に
あ
る
こ
と
は
、
歐
陽
脩
『
試
筆
』「
鑑
畫
」
の
次
の
一
節

に
最
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

「
蕭
條
澹
泊
」
は
、
描
き
が
た
い
「
意
」
で
あ
る
。
作
者
が
そ
れ
を
得
て
い

る
と
し
て
も
、
觀
者
は
必
ず
し
も
そ
れ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
從
っ

て
、「
飛
走
遲
速
」
と
い
っ
た
意
の
淺
は
か
な
物
は
見
出
し
や
す
い
が
、「
閑

和
嚴
靜
」
と
い
っ
た
趣
の
遠
大
な
心
は
形
を
取
り
に
く
い
。
ま
た
「
高
下
向

背
遠
近
重
複
」
は
畫
工
の
技
術
に
過
ぎ
ず
、
鑑
賞
に
通
じ
た
者
の
仕
事
で
は

な
い
。（215

。
鄧
以
蟄
の
引
用
の
一
部
を
省
略
（
（3
（

）

鄧
以
蟄
に
よ
れ
ば
、「
氣
韻
生
動
」
は
形
（「
飛
走
遲
速
」「
高
下
向
背
遠
近
重
複
」）

に
よ
っ
て
現
れ
る
の
で
は
な
く
、「
蕭
條
澹
泊
」「
閑
和
嚴
靜
」
と
い
っ
た
畫
家
の

「
意
」
も
し
く
は
「
心
」
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
「
意
」「
心
」

は
た
と
え
畫
家
が
持
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
觀
者
に
傳
わ
る
わ
け
で
は

な
い
。
從
っ
て
、「
氣
韻
生
動
」
は
畫
家
側
に
あ
る
と
言
う
（215

）。

他
方
、「
氣
韻
生
動
」
は
鑑
賞
側
に
も
あ
り
、「
畫
は
そ
も
そ
も
觀
者
の
た
め
に

興
る
」
と
い
う
原
理
に
基
づ
い
て
、
畫
家
の
「
意
」「
心
」
は
眞
の
鑑
賞
者
に
傳

わ
る
と
さ
れ
る
（216

）。
鄧
以
蟄
は
、
鄒
一
桂
『
小
山
畫
譜
』
の
「
氣
韻
は
第
一

に
鑑
賞
者
の
言
で
あ
り
、
作
者
の
法
で
は
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
評
し
て
、「
智

で
も
あ
り
愚
で
も
あ
る
」
と
言
う
（217

）。「
愚
」
と
い
う
の
は
、
鄒
一
桂
が

「
氣
韻
」
は
作
者
の
法
で
も
あ
る
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
（217

）。

「
智
」
と
い
う
の
は
、「
鑑
賞
を
畫
が
完
成
し
た
後
の
こ
と
と
し
、
描
い
た
と
き
に

は
未
だ
氣
韻
生
動
が
な
く
、
從
っ
て
氣
韻
生
動
と
は
鑑
賞
者
に
屬
す
る
」
と
い
う

事
態
を
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（217

）。
鄧
以
蟄
は
鄒
一
桂
の
「
作
者
―
作

品
―
鑑
賞
者
」
の
三
者
の
關
係
性
の
も
と
に
藝
術
を
考
察
す
る
と
い
う
視
點
に
贊

う
批
判
的
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
て
い
る（

（3
（

。
こ
こ
で
朞
待
さ

れ
て
い
た
の
は
、「
氣
韻
」
そ
の
も
の
に
屬
す
る
性
質
の
解
朙
、
例
え
ば
、
氣
韻

と
は
こ
う
し
た
性
質
を
持
つ
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
朙
確
な
定
義
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
。
滕
固
の
こ
の
博
士
論
文
は
の
ち
に
、『
唐
宋
繪
畫
史
』（
一
九
三
三
）

と
し
て
中
國
語
で
出
版
さ
れ
た
。
歬
章
で
檢
討
し
た
よ
う
に
、
そ
の
時
朞
の
彼
は

「
氣
韻
生
動
」
に
つ
い
て
畫
朞
的
な
論
を
打
ち
出
し
て
い
る
が
、「
氣
韻
」
の
性
質

な
ど
に
つ
い
て
は
眞
正
面
か
ら
說
朙
を
施
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
滕
固
の
論
を
辯

護
す
る
な
ら
ば
、
彼
が
無
視
し
て
論
じ
漏
ら
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
こ
の

問
い
は
中
國
の
傳
統
的
な
文
脉
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
と
比
べ
、
鄧
以
蟄
は
こ
こ
で
は
西
洋
的
な
視
點
を
導
入
し
て
考
察
を
行

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
多
く
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
鄧
以
蟄
に
重
要
な
影
響
を
與

え
た
西
洋
思
想
の
中
で
も
、
特
に
ヘ
ー
ゲ
ル
思
想
が
㊟
目
さ
れ（

（3
（

、
さ
ら
に
鄧
以
蟄

は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
絕
對
精
神
」
や
「
理
念
」
を
解
釋
す
る
た
め
に
「
氣
韻
生
動
」

を
持
ち
出
し
て
い
る（

（3
（

。
そ
こ
に
、
鄧
以
蟄
の
「
氣
韻
生
動
」
解
釋
も
、
ヘ
ー
ゲ
ル

の
考
え
る
槪
念
と
客
觀
的
存
在
の
統
一
と
し
て
の
理
念
の
性
質
が
反
映
さ
れ
て
い

る
で
あ
ろ
う
。
西
洋
美
學
の
視
點
に
よ
っ
た
「
氣
韻
」
と
は
何
か
を
問
う
鄧
以
蟄

の
分
析
は
、
當
時
の
中
國
の
學
術
界
で
は
極
め
て
斬
新
な
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節
　
創
作
論
と
鑑
賞
論
と
し
て
の
「
氣
韻
」

鄧
以
蟄
は
「
氣
韻
」
が
形
に
依
存
す
る
も
の
で
な
い
と
主
張
す
る
の
だ
が
、
彼

自
身
も
認
め
る
よ
う
に
、
全
て
の
繪
畫
は
造
形
藝
術
で
あ
る
限
り
、「
形
」
が
必

要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
繪
畫
の
「
氣
韻
」
は
ど
こ
に
存
在
す
る
の
か
と
い
う
疑
問

に
對
し
て
、
鄧
以
蟄
は
引
き
續
き
興
味
深
い
見
方
を
提
示
す
る
。
繪
畫
は
「
形
」

の
ほ
か
に
「
な
お
二
つ
の
要
因
が
あ
り
、
一
つ
は
創
作
、
一
つ
は
鑑
賞
」（211

）、

す
な
わ
ち
「
氣
韻
」
は
作
者
と
鑑
賞
者
の
側
に
あ
る
と
言
う
。
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同
す
る
が
、
鄒
一
桂
が
氣
韻
を
（
作
者
で
は
な
く
）
鑑
賞
者
の
み
と
結
び
つ
け
て

い
る
の
に
は
贊
同
し
な
い
。
鄧
以
蟄
の
考
え
で
は
、
氣
韻
は
作
者
と
も
鑑
賞
者
と

も
關
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
考
察
は
、
や
は
り
歬
述
し
た
よ
う
に

中
國
の
傳
統
的
藝
術
論
に
固
㊒
の
も
の
で
は
な
い
。「
作
者
―
作
品
―
鑑
賞
者
」

と
い
う
連
鎻
の
考
え
方
も
、
無
論
（
鄧
以
蟄
の
認
識
の
通
り
）
中
國
の
傳
統
的
文
獻

に
言
及
さ
れ
て
は
い
た
が
、
そ
れ
を
も
っ
て
歬
近
代
の
言
說
を
再
整
理
す
る
の
は

む
し
ろ
新
た
な
藝
術
觀
に
基
づ
い
て
い
る
。

第
四
章
　
中
國
藝
術
の
理
想
へ
：
宗
白
華
以
降

以
上
、
本
論
は
二
〇
世
紀
歬
朞
の
「
氣
韻
生
動
」
論
の
進
展
の
一
端
を
見
て
き

た
。
陳
師
曾
は
早
く
か
ら
こ
の
槪
念
を
使
用
し
始
め
、
未
だ
獨
立
し
た
術
語
と
す

る
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
近
代
中
國
の
「
氣
韻
生
動
」
論
の
基
本
的
方
向
を
定
め

た
。
滕
固
は
美
術
史
的
文
脉
に
立
ち
戾
り
、
關
連
す
る
諸
言
說
を
整
理
し
、「
氣

韻
生
動
」
槪
念
の
歷
史
的
變
遷
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
內
實
の
振
幅
を
朙
ら

か
に
し
た
。
ま
た
、
彼
の
文
人
畫
と
院
體
畫
と
の
關
係
に
つ
い
て
の
再
考
は
、
單

純
化
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
「
氣
韻
生
動
」
と
文
人
畫
と
の
關
係
を
見
直
す
契
機

と
な
っ
た
。
一
方
、
鄧
以
蟄
は
藝
術
の
最
上
の
基
準
と
さ
れ
る
「
氣
韻
生
動
」
を

あ
る
種
の
イ
デ
ア
的
存
在
と
し
、
そ
れ
と
「
形
」
と
の
峻
別
を
述
べ
つ
つ
、
創
作

論
と
鑑
賞
論
の
二
つ
の
視
點
か
ら
再
解
釋
し
た
。
こ
う
し
て
、「
氣
韻
生
動
」
槪

念
は
最
初
「
畫
の
六
法
」
の
第
一
と
し
て
の
み
㊟
目
さ
れ
て
い
た
が
、
少
し
ず
つ

そ
の
槪
念
自
身
の
歷
史
的
變
容
の
文
脉
と
い
う
深
み
を
取
り
戾
し
、
さ
ら
に
近
代

西
洋
的
藝
術
觀
か
ら
の
考
察
を
加
え
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
彼
ら
の
論
は
單
に
傳
統
的
藝
術
論
の
「
氣
韻
生
動
」
槪
念
を
朙
ら
か

に
し
た
の
み
な
ら
ず
、
彼
ら
自
身
の
美
學
的
思
想
全
般
か
ら
旉
衍
し
た
も
の
で

も
あ
る
。
例
え
ば
、
滕
固
は
ま
ず
、（
西
洋
藝
術
を
含
め
）
藝
術
に
つ
い
て
理
想
像

―
畫
家
の
生
命
と
對
象
の
生
動
と
の
合
致

―
を
持
ち
、
そ
し
て
そ
う
し
た
理

想
を
「
氣
韻
生
動
」
に
投
影
し
た
側
面
が
あ
る
。
ま
た
鄧
以
蟄
は
、
中
國
の
言
說

を
踏
ま
え
て
い
た
と
は
い
え
、
根
本
的
に
言
え
ば
中
國
藝
術
の
文
脉
か
ら
離
れ
た

西
洋
の
藝
術
觀
に
基
づ
い
て
「
氣
韻
生
動
」
を
解
析
し
よ
う
と
し
た
と
言
え
る（

（3
（

。

こ
れ
ら
の
試
み
は
、
二
〇
、
三
〇
年
代
、
中
國
藝
術
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
未

だ
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
朞
に
、
西
洋
思
想
を
參
照
し
つ
つ
行
わ
れ
た
模
索

の
あ
り
樣
を
如
實
に
物
語
っ
て
い
る
。

他
方
、
同
時
朞
に
中
國
の
固
㊒
の
思
想
に
よ
っ
て
「
氣
韻
生
動
」
を
解
釋
し
た

者
も
存
在
す
る
。
美
學
者
の
宗
白
華
で
あ
る
。
彼
は
二
〇
、
三
〇
年
代
に
中
央
大

學
に
て
鄧
以
蟄
の
同
僚
と
し
て
敎
鞭
を
と
り
、
ま
た
、
一
九
三
七
年
に
滕
固
と
共

に
中
國
藝
術
史
學
會
を
立
ち
上
げ
、
重
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
た
。
宗
白
華

と
鄧
以
蟄
・
滕
固
ら
は
多
く
の
學
術
的
交
流
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
時
朞
に
彼

が
「
氣
韻
生
動
」
に
關
し
て
正
面
か
ら
論
じ
た
も
の
は
な
い
が
、
す
で
に
の
ち
の

「
氣
韻
生
動
」
理
解
に
繫
が
る
別
の
視
點
を
提
示
し
て
い
る
。
彼
の
最
初
朞
の
中

國
藝
術
に
つ
い
て
の
論
考
、「
中
國
畫
學
の
書
物
二
册
を
紹
介
し
て
中
國
繪
畫
を

論
じ
る
」（
一
九
三
二
、
以
下
「
中
國
畫
學
」
と
略
稱
す
る
）
に
よ
れ
ば
、

そ
れ
〔
中
國
繪
畫
〕
の
示
す
境
地
は
靜
か
な
も
の
で
あ
る
が
、
自
然
法
則
に

從
っ
て
運
行
す
る
宇
宙
は
動
で
あ
り
な
が
ら
靜
で
あ
る
た
め
、
自
然
精
神
と

合
一
し
て
い
る
人
生
も
動
で
あ
り
な
が
ら
靜
で
あ
る
。
そ
れ
の
描
い
た
對
象
、

す
な
わ
ち
山
川
、
人
物
、
芲
鳥
、
蟲
魚
、
す
べ
て
が
生
命
の
動

―
氣
韻
生

動

―
に
滿
ち
て
い
る（
（3
（

。

と
い
う
。
こ
の
箇
所
は
、
彼
の
中
國
藝
術
論
に
お
け
る
「
氣
韻
生
動
」
の
初
出
で

あ
る
。
中
國
繪
畫
の
描
く
對
象
は
そ
れ
自
體
が
生
命
を
も
つ
か
否
か
に
か
か
わ
ら
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ず
、
そ
れ
ら
が
運
行
す
る
宇
宙
の
一
部
と
し
て
生
命
の
動
き
を
㊒
す
る
と
い
う
。

こ
の
宇
宙
を
支
配
す
る
法
則
は
、
宗
白
華
は
「
老
子
・
莊
子
の
い
う
”衟
“」
で

あ
る
と
朙
言
す
る（

（3
（

。
中
國
繪
畫
の
表
し
て
い
る
「
氣
韻
生
動
」
は
古
典
哲
學
の

「
衟
」
槪
念
と
結
び
付
け
ら
れ
て
說
朙
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
段
階
の
宗
白
華
の
論
は
、
彼
自
身
の
直
觀
的
感
覺
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ

て
い
た
部
分
が
大
き
い（

（4
（

が
、「
氣
韻
」
が
歷
代
の
藝
術
論
で
い
か
に
發
展
し
た
か

の
み
な
ら
ず
、
そ
の
思
想
の
發
生
を
衟
家
思
想
、
す
な
わ
ち
中
國
の
古
典
思
想
に

根
據
を
求
め
た
點
で
重
要
で
あ
る
。
謝
赫
の
時
代
か
ら
最
上
の
理
想
と
さ
れ
る

「
氣
韻
」
は
、
宗
白
華
に
よ
っ
て
（
藝
術
一
般
で
は
な
く
）
中
國
藝
術
の
理
想
と
し

て
の
理
論
的
基
礎
を
提
示
さ
れ
た
。
彼
は
最
終
的
に
古
典
哲
學
と
「
氣
韻
生
動
」

と
の
關
係
を
說
朙
で
き
な
か
っ
た
が
、
彼
の
學
生
、
葉
朗
は
こ
の
路
線
に
し
た
が

っ
て
、『
中
國
美
學
史
大
綱
』（
一
九
八
五
）
に
て
「
衟
」
槪
念
と
關
連
す
る
「
氣
」

や
「
象
」
槪
念
、
そ
し
て
「
氣
韻
生
動
」
の
關
連
槪
念
で
あ
る
「
氣
」
や
「
韻
」

を
摘
出
し
、
そ
れ
ら
の
關
連
を
よ
り
精
緻
に
論
證
し
、
中
國
藝
術
の
理
想
と
さ
れ

る
「
氣
韻
」
が
衟
家
思
想
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
た（

（4
（

。

ま
た
、
宗
白
華
は
「
氣
韻
」
を
古
典
思
想
に
よ
っ
て
解
釋
す
る
こ
と
で
、「
氣

韻
」
と
「
形
似
」
と
の
關
係
に
つ
い
て
新
た
な
解
釋
を
提
示
し
た
。
自
然
・
宇
宙

の
原
理
や
法
則
を
目
指
し
「
氣
韻
」
を
㊒
す
る
中
國
繪
畫
を
、
彼
は
「
最
も
客
觀

的
」
で
、「
最
も
寫
實
的
」（「
中
國
畫
學
（
（4
（

」）
で
あ
る
と
斷
言
し
、「
中
國
古
代
の
繪

畫
は
、
ま
こ
と
に
形
態
に
お
け
る
類
似
を
極
め
て
か
ら
、
”神
奇
の
妙
境
“
に
至

っ
た
も
の
で
あ
る
」（「
徐
悲
鴻
と
中
國
繪
畫
」、
一
九
三
二
年（

（4
（

）
と
述
べ
る
。
こ
う
し

て
「
氣
韻
」
は
、
宗
白
華
に
よ
れ
ば
、
寫
實
性

―
形
態
の
類
似
で
は
な
く
、
宇

宙
の
眞
相
を
目
指
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て

―
の
一
部
分
と
し
て
認
識
さ
れ
て

き
た
。

宗
白
華
以
降
、
例
え
ば
徐
復
觀
『
中
國
藝
術
の
精
神
』（
一
九
六
六
）
は
、「
氣

韻
と
形
似
と
の
關
係
は
、〔
氣
韻
が
〕
形
似
を
超
え
な
が
ら
も
、
再
び
對
象
の
本

質
と
し
て
の
形
似
を
表
現
し
う
る
よ
う
に
復
歸
す
る
と
い
う
よ
う
な
關
係
だ
」
と

論
證
し
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
、
李
澤
厚
『
美
の
歷
程
』（
一
九
八
一
）
は
、「
氣
韻
生
動
」

槪
念
が
い
か
に
宋
元
時
代
に
山
水
畫
の
ジ
ャ
ン
ル
に
擴
大
す
る
か
を
論
じ
る
際
に
、

中
國
繪
畫
の
寫
實
性
に
つ
い
て
朙
確
に
外
面
的
な
形
似
（
い
わ
ゆ
る
西
洋
の
）
と
內

面
的
な
眞
實
（
宇
宙
・
自
然
の
そ
れ
）
を
區
別
し
、
中
國
繪
畫
は
自
然
を
綿
密
に
觀

察
し
つ
つ
槪
括
的
に
表
現
し
、
西
洋
繪
畫
の
よ
う
な
感
覺
的
な
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

で
は
な
く
、
想
像
に
よ
っ
た
眞
實
を
追
求
す
る
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。
こ
れ
ら
は
宗
白

華
の
論
を
踏
ま
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
付
言
す
べ
き
は
、
宗
白
華
は
、
西
洋
藝
術

の
理
想
は
「
生
命
の
動
き
」
の
表
現
に
あ
る
こ
と
も
論
じ
て
い
る

―
「
ロ
ダ
ン

の
彫
刻
を
見
た
後
」（
一
九
二
〇
）
に
て
ロ
ダ
ン
の
彫
刻
作
品
に
生
命
力
を
見
出
し

そ
れ
を
藝
術
の
理
想
と
し
て
い
る

―
が
、
や
は
り
「
氣
韻
生
動
」
の
思
想
的
根

源
を
中
國
の
古
典
哲
學
に
見
出
し
、
中
國
藝
術
の
理
想
を
語
る
も
の
と
し
て
意
識

し
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
か
ら
、
現
在
の
中
國
美
學
に
お
け
る
「
氣
韻
生

動
」
の
考
察
と
繫
が
る
視
點
が
生
じ
て
き
た
が
、
本
論
で
扱
っ
た
三
人
の
論
者
は
、

宗
白
華
と
同
時
朞
に
、
他
の
「
氣
韻
生
動
」
論
の
發
展
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
西
洋
藝
術
か
ら
區
別
さ
れ
る
中
國
藝
術
の
獨
自
性
と
し
て
「
氣
韻
生

動
」
を
考
察
す
る
た
め
に
、
西
洋
思
想
を
取
り
入
れ
た
り
元
來
の
中
國
思
想
の
文

脉
に
立
ち
戾
っ
た
り
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
た
二
〇
世
紀
歬
朞
の
動
き
を
考
察
し

た
。
本
文
に
も
少
し
觸
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
動
き
に
お
け
る
日
本
美
學
の
影
響
は

重
要
で
あ
る
。
日
本
で
、
中
國
に
お
け
る
重
要
な
言
說
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
美

學
的
檢
討
は
す
で
に
存
在
し
た
が
、
そ
こ
で
は
ま
た
異
な
る
歷
史
的
文
脉
と
考
察

の
方
向
性
が
見
ら
れ
る
。
日
中
の
近
代
に
お
け
る
「
氣
韻
生
動
」
論
に
關
す
る
比

較
檢
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
四
四

　

㊟
（
１
）　

二
〇
世
紀
中
國
繪
畫
の
批
判
と
再
評
價
に
つ
い
て
は
潘
公
凱
著
『
中
國
現
代
美
術

の
衟
』、
石
井
理
等
譯
、
左
右
社
、
二
〇
二
〇
年
を
參
照
。

（
２
）　

例
え
ば
、
曾
肖
「
氣
韻
範
疇
在
現
代
化
進
程
中
的
多
維
闡
釋

―
以
宗
白
華
、
鄧

以
蟄
、
錢
鍾
書
、
徐
復
觀
爲
例
」、『
學
術
硏
究
』、
二
〇
一
八
年
第
一
朞
。
ま
た
宇

佐
美
文
理
『
中
國
藝
術
理
論
史
硏
究
』（
創
文
社
、
二
〇
一
五
年
）
第
一
部
第
一
章

の
㊟
釋
（
６
）、
五
八
～
六
〇
頁
に
て
日
中
の
重
要
な
言
說
を
網
羅
的
に
提
示
し
論

じ
て
い
る
。

（
３
）　

本
論
で
は
、「
氣
韻
生
動
」
に
關
す
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
論
點
、「
氣
韻
生
動
な

り
」
か
「
氣
韻
は
、
生
動
な
り
」
か
（「
氣
韻
」
と
「
生
動
」
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
を

も
つ
か
、
同
義
語
か
）
と
い
う
問
題
を
主
題
と
し
な
い
。
こ
の
問
題
は
基
本
的
に
訓

詁
學
的
考
察
に
重
き
が
置
か
れ
て
お
り
、
ま
た
本
論
の
扱
う
時
代
は
こ
の
問
題
の
踏

み
込
ん
だ
考
察
に
は
至
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
代
表
的

な
檢
討
は
一
九
六
〇
、
七
〇
年
代
の
錢
鍾
書
に
見
ら
れ
、
彼
は
「
氣
韻
は
、
生
動
な

り
」
に
贊
成
し
て
い
る
（
錢
鍾
書
『
管
錐
編
』
卷
四
、
全
四
卷
、
北
京
：
三
聯
書
店
、

二
〇
〇
七
年
、
二
一
〇
九
〜
二
一
二
七
頁
）。

（
４
）　

李
運
享
・
張
聖

・
閏
立
君
編
㊟
『
陳
師
曾
畫
論
』、
李
運
享
・
張
聖

「
朽
者

不
朽

―
寫
在
『
陳
師
曾
畫
論
』
出
版
之
歬
」、
中
國
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
四
頁
。

（
５
）　

胡
繼
華
『
宗
白
華　

文
化
幽
懷
與
審
美
象
徵
』、
文
津
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、

一
一
〇
頁
。

（
６
）　

以
下
陳
師
曾
「
文
人
畫
之
價
値
」
の
引
用
は
吳
曉
朙
編
著
『
民
國
畫
論
精
選
』、

西
泠
印
社
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
か
ら
（
頁
數
）
の
よ
う
に
示
す
。「
純
任
天
眞
，

不
假
修
餝
，
正
足
以
發
揮
個
性
，
振
起
獨
立
之
精
神
，（
中
略
）
故
謝
赫
六
法
，
首

重
氣
韻
，
次
言
骨
法
用
筆
，

其
开
宗
朙
義
，
立
定
基
礎
，
爲
當
門
之
棒
喝
。
至
于

因
物
賦
形
，
隨
類
傅
彩
，
傳
摹
移
寫
等
，
不
過
入
學
之
法
門
，
藝
術
造
形
之
方
便
，

入
聖
超
凢
之
借
徑
，
未
可
拘
泥
于
此
者
也
。」（35

）

（
７
）　
「
藝
術
之
勝
境
，
豈
僅
以
表
相
而
定
之
哉
？
（
中
略
）
舍
氣
韻
骨
法
之
不
求
，（
中

略
）
盖
不
逹
乎
文
入
畫
之
旨
耳
。」（36

）

（
８
）　

宇
佐
美
文
理
「『
古
畫
品
錄
』
譯
註
」、
信
州
大
學
敎
養
部
紀
要
第
二
七
號
、
一
九

九
三
年
を
參
照
。
ま
た
宇
佐
美
文
理
『
中
國
繪
畫
入
門
』
岩
波
新
書
、
二
〇
一
四
年
、

四
二
～
四
三
頁
に
わ
か
り
や
す
く
說
朙
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）　
「
何
謂
文
人
畫
？

畫
中
帶
㊒
文
人
之
性
質
，
含
㊒
文
人
之
趣
味
，
不
在
畫
中
考

究
藝
術
上
之
工
夫
，
必
須
于
畫
外
看
出
許
多
文
人
之
感
想
，
此
之
所
謂
文
人
畫
。」

（34

）

（
10
）　

羽
田
ジ
ェ
シ
カ
・
甲
斐
勝
二
・
閒
ふ
さ
子
「
陳
師
曾
（
衡
恪
）「
文
人
畫
的
價
値
」

譯
㊟
」（『
福
岡
大
學
人
文
論
叢
』
第
四
八
卷
第
四
號
、
一
～
一
八
頁
）
の
第
一
部
分

を
參
照
。

（
11
）　

陳
師
曾
「
文
人
畫
的
價
値
」、
郞
紹
君
・
水
天
中
編
『
二
〇
世
紀
中
國
美
術
文
選
』

上
卷
、
上
海
書
畫
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

（
12
）　

大
村
西
崖
『
文
人
畫
の
復
興
』、
巧
藝
社
、
一
九
二
一
年
、
二
七
〜
二
八
頁
。

（
13
）　

大
村
西
崖
、
歬
揭
書
、
二
八
頁
。

（
14
）　
「
文
人
畫
之
要
素
，
第
一
人
品
，
第
二
學
問
，
第
三
才
情
，
第
四
思
想
。」（38

）

（
15
）　

そ
れ
ぞ
れ
陳
師
曾
『
中
國
繪
畫
史
』、
浙
江
人
民
美
術
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、

第
七
六
、
七
二
、
一
二
九
頁
を
參
照
。

（
16
）　

例
え
ば
、
陳
半
丁
、
余
紹
宋
、
胡
佩
衡
、
秦
仲
文
と
い
っ
た
人
物
が
あ
る
。
成
佩

「
陳
師
曾
關
於
文
人
畫
的
理
論
」、『
美
術
硏
究
』、
二
〇
〇
五
年
、
六
二
頁
を
參
照
。

（
17
）　
『
民
國
畫
論
精
選
』、
歬
揭
書
、
二
〇
二
～
二
一
一
頁
。

（
18
）　

塚
本
麿
充
『
北
宋
繪
畫
史
の
成
立
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
序

論
を
參
照
。

（
19
）　

以
下
滕
固
の
言
說
の
引
用
は
『
滕
固
藝
術
文
集
』、
上
海
人
民
美
術
出
版
社
、
二

〇
〇
三
年
か
ら
（
頁
數
）
の
よ
う
に
示
す
。「
古
之
畫
或
遺
其
形
似
，
而
尙
其
氣
骨
，

以
形
似
之
外
求
其
畫
…
…
至
于
臺
閣
樹
石
，
車
輿
器
物
，
無
生
動
之
可
擬
，
無
氣
韻



二
〇
世
紀
歬
朞
中
國
の
「
氣
韻
生
動
」
論

一
四
五

之
可
侔
，
直
要
位
置
向
背
而
已
。
…
…
鬼
神
人
物
，
㊒
生
動
之
可
狀
，
須
神
韻
而
後

全
。」（63

。
滕
固
引
『
歷
代
名
畫
記
』）

（
20
）　
「
他
〔
張
彥
遠
〕
所
謂
”骨
氣
“、
”氣
韻
“、
”神
韻
“
三
語
，
其
意
義
略
同
，
與

形
似
相
對
立
的
。
”形
似
“
是
畫
的
所
對
之
外
面
的
形
；
”骨
氣
“
等
的
三
語
是
涌

現
其
形
的
意
義
，
或
可
以
名
之
爲
精
神
。
他
這
樣
二
元
的
考
察
之
結
果
，
似
尙
未
免

不
徹
底
。
所
可
貴
之
處
，
就
是
畫
依
于
後
者
，
而
保
持
其
價
値
的
一
種
思
想
；
然
而

轉
過
來
，
觀
其
後
半
，
這
個
見
解
上
㊒
一
個
重
大
的
限
制
了
。
他
在
後
半
所
擧
：
畫

臺
閣
樹
石
等
的
無
生
物
，
氣
韻
生
動
不
會
實
現
，
惟
在
鬼
神
人
物
上
求
索
。
他
的
思

想
以
氣
韻
生
動
爲
畫
的
材
料
，未
以
爲
根
据
自
身
所
㊒
的
生
命
之
再
現
。」（64-65

）

（
21
）　
「
照
他
的
意
思
：
萬
事
萬
物
的
生
動
之
中
，
我
們
純
粹
感
情
的
節
奏
（
氣
韻
），
也

在
其
中
。
感
情
旺
烈
的
時
候
，
這
感
情
的
節
奏
，
自
然
而
然
與
事
物
的
生
動
相
結
合

的
了
。
事
物
是
對
象
，
感
情
是
自
己
；
以
自
己
移
入
對
象
，
以
對
象
爲
精
神
化
，
而

釀
出
內
的
快
感
。
這
是
與Lipps

的
感
情
移
入
說
（Einfuhlungs-theories

）
同

其
究
竟
的
了
。」（66

）
感
情
移
入
說
を
も
っ
て
中
國
近
代
の
「
氣
韻
生
動
」
論
を

檢
討
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
考
察
を
展
開
さ
せ
た

人
物
は
滕
固
を
繼
承
し
た
豐
子
愷
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
西
洋
思
想
由
來
の
感
情

移
入
說
を
導
入
し
た
氣
韻
生
動
の
解
釋
は
、
中
國
近
代
の
美
學
の
發
展
の
重
要
な

側
面
を
示
す
が
、
必
ず
し
も
「
氣
韻
生
動
」
の
理
解
に
貢
獻
し
た
と
は
言
い
難
い
た

め
、
本
論
で
は
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
な
い
。
陳
師
曾
『
文
人
畫
之
價
値
』（
一
九

二
二
）
の
末
尾
に
も
「
近
世
美
學
家
の
唱
え
る
」
と
こ
ろ
の
「
感
情
移
入
」
を
援
用

し
、
文
人
畫
が
「
感
想
」「
精
神
」
を
㊒
す
る
か
ら
こ
そ
成
立
し
う
る
と
述
べ
て
お

り
、
感
情
移
入
說
を
（
思
想
的
基
礎
を
無
視
し
て
）
一
般
的
な
見
解
と
し
て
用
い
る
。

美
學
者
の
朱
光
潛
も
『
詩
論
』（
一
九
三
〇
、
四
〇
年
代
）
の
な
か
で
氣
韻
生
動
の

理
解
に
感
情
移
入
說
、
さ
ら
に
そ
の
思
想
的
基
礎
と
な
る
ヘ
ー
ゲ
ル
思
想
を
念
頭
に

置
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、「
氣
韻
」
や
「
氣
」
で
は
な
く
「
生
動
」
を
重
視
し

て
い
る
點
に
、
傳
統
的
文
脈
か
ら
の
乖
離
が
窺
え
る
（
李
雷
「「
氣
韻
生
動
」
與
「
感

情
移
入
」」、『
美
學
與
美
育
硏
究
』
二
〇
二
一
年
第
五
朞
、
八
二
〜
八
九
頁
を
參
照
）。

な
お
、
日
本
で
も
「
感
情
移
入
」
を
も
っ
て
「
氣
韻
生
動
」
を
（
思
想
的
に
正
し
く

突
き
止
め
る
よ
り
）
飜
譯
し
解
釋
す
る
日
本
に
お
け
る
動
き
が
あ
っ
た
。
稻
賀
繁
美

「
感
情
移
入
と
氣
韻
生
動
と
の
あ
い
だ

―
發
散
と
收
束
：
重
譯
の
重
疊
と
譯
し
戾

し
の
逸
脫
と
の
あ
い
だ
」『
比
較
文
學
硏
究
』
一
〇
七
號
、
二
〇
二
二
年
、
三
四
〜

五
一
頁
を
參
照
。

（
22
）　

こ
の
著
は
滕
固
が
一
九
二
六
年
に
上
海
美
術
專
門
學
校
で
行
っ
た
講
義
に
基
づ
い

た
も
の
で
あ
る
。

（
23
）　
「
其
第
一
義
氣
韻
生
動
，
永
爲
中
國
藝
術
批
評
的
最
高
準
則
。
在
現
今
美
學
上
說
，

氣
韻
就
是Rythm

us

，
生
動
就
是Lebendigket Vital

，
都
是
藝
術
上
最
高
的
基

件
。」（82

）

（
24
）　

吳
鍵
「
藝
術
何
以
「
科
學
」：「
科
玄
論
戰
」
語
境
中
滕
固
「
藝
術
學
」
之
辨
」、

『
藝
術
學
硏
究
』、
二
〇
二
一
年
第
五
朞
を
參
照
。

（
25
）　

李
雷
「
二
〇
世
紀
上
半
朞
「
氣
韻
生
動
」
槪
念
的
跨
語
際
實
踐
」、『
文
藝
硏
究
』、

二
〇
二
一
年
第
二
朞
を
參
照
。

（
26
）　
「
藝
術
と
い
う
も
の
は
、
彼
〔
謝
赫
〕
に
と
っ
て
は
、
調
和
的
な
物
質
の
諸
法
則

―
そ
れ
が
つ
ま
り
リ
ズ
ム
な
の
だ
が

―
の
な
か
に
こ
ち
ら
か
ら
そ
ち
ら
へ
と
動

い
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
あ
の
大
い
な
る
宇
宙
の
ム
ー
ド（
氣
）
だ
か
ら
で
あ
る
。（For 

art is to him
 the great M

ood of the U
niverse, m

oving hither and 
thither am

idst those harm
onic law

s of m
atter w

hich are Rhythm
.

）」

Kakuzo O
akakura, The Ideals of the East: W

ith Special Reference to 
the Art of Japan, Albany: Stone Bridge Press, 2007, p. 37.

日
本
語
譯

は
岡
倉
天
心
著
、
淺
野
晃
譯
『
東
洋
の
理
想
』、
東
京
：
角
川
文
庫
、
一
九
五
五
年
、

五
〇
頁
を
參
照
し
て
い
る
。

（
27
）　

丁
乙
「
宗
白
華
の
中
國
藝
術
論
に
お
け
る
儒
家
と
衟
家
の
應
用
」、『
美
學
』
第
七

二
卷
第
二
號
、
二
〇
二
〇
年
、
一
六
頁
を
參
照
。
な
お
、「
リ
ズ
ム
」
は
中
國
の
一



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
四
集

一
四
六

之
物
易
見
，
而
閑
和
嚴
靜
趣
遠
之
心
難
形
，
若
乃
高
下
向
背
遠
近
重
複
，
此
畫
工
之

藝
耳
，
非
精
鑑
者
之
事
也
。」（215

。
鄧
以
蟄
引
歐
陽
脩
）

（
37
）　 

鄧
以
蟄
は
「
氣
韻
生
動
」
の
發
生
に
つ
い
て
漢
代
の
藝
術
に
お
け
る
楚
風
や
衟
家

の

神
論
と
の
關
わ
り
を
論
じ
て
い
る
が
（
そ
れ
ぞ
れ
『
鄧
以
蟄
全
集
』
二
四
〇
頁
・

二
八
一
頁
、
三
四
三
頁
）、
し
か
し
歬
者
は
樣
式
論
に
依
據
す
る
美
術
史
的
說
朙
に

近
い
も
の
で
、
後
者
は
ご
く

な
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

（
38
）　
「
它
所
諬
示
的
境
界
是
靜
的
，
因
爲
順
着
自
然
法
則
運
行
的
宇
宙
是
雖
動
而
靜
的
，

與
自
然
精
神
合
一
的
人
生
也
是
雖
動
而
靜
的
。
它
所
描
寫
的
對
象
，
山
川
、
人
物
、

芲
鳥
、
蟲
魚
，
都
充
滿
着
生
命
的
動

―
氣
韻
生
動
。」（「
中
國
畫
學
」、
林
同
華
主

編
『
宗
白
華
全
集
』
共
四
卷
、
合
肥
：
安
徽
敎
育
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
第
二
卷
、

四
四
頁
。）

（
39
）　
『
宗
白
華
全
集
』、
歬
揭
書
、
第
二
卷
、
四
四
頁
。

（
40
）　

宗
白
華
の
中
國
藝
術
論
に
關
し
て
は
、
丁
乙
、
歬
揭
論
文
を
參
照
。

（
41
）　

葉
朗
『
中
國
美
學
史
大
綱
』、
上
海
：
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
七
年
、
第
一

章
を
參
照
。

（
42
）　
『
宗
白
華
全
集
』、
歬
揭
書
、
第
二
卷
、
四
五
〜
四
六
頁
。

（
43
）　
『
宗
白
華
全
集
』、
歬
揭
書
、
第
二
卷
、
五
二
頁
。

（
44
）　
「
氣
韻
與
形
似
的
關
係
，
是
由
形
似
的
超
越
，
又
復
歸
於
能
表
現
出
作
爲
對
象
本

質
的
形
似
的
關
係
。」（
徐
復
觀
『
中
國
藝
術
精
神
』、
北
京
：
九
州
出
版
社
、
二
〇

一
四
年
、
一
九
六
頁
。）

（
45
）　

李
澤
厚
『
美
的
歷
程
』、
北
京
：
三
聯
書
店
、
二
〇
一
六
年
、
一
七
四
～
一
七
五
頁
。

本
硏
究
は
科
硏
費20J14297

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

九
二
〇
、
三
〇
年
代
の
學
術
界
の
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
當
時
の
動
き
や
思

想
的
背
景
に
關
し
て
胡
繼
華
『
中
國
文
化
精
神
的
審
美
維
度

―
宗
白
華
美
學
思
想

論
』、
北
京
：
北
京
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
第
六
章
を
參
照
。

（
28
）　
「
…
不
是
士
大
夫
與
工
技
的
分
別
；
乃
同
一
身
分
的
士
大
夫
生
活
之
中
，
潛
存
着

两
種
不
同
的
傾
向
之
分
別
。
我
現
在
假
定
二
個
名
稱
：
歬
一
種
是
士
大
夫
不
甘
囿
于

規
榘
法
度
，
而
傾
向
于
玩
世
高
蹈
的
”高
蹈
型
式
“
；
后
一
種
是
士
大
夫
被
科
擧
制

度
所
束
縛
，
進
退
于
規
榘
法
度
之
中
的
”館
閣
型
式
“。」（108

）

（
29
）　

例
え
ば
、
滕
固
は
王
履
の
「
意
在
形
，
取
意
舍
形
，
無
所
求
意
；
意
溢
乎
形
，
失

其
形
者
，
意
云
何
哉
」
を
援
用
し
て
い
る
（109

）。

（
30
）　

例
え
ば
歬
述
の
滕
固
は
文
學
者
と
し
て
も
活
躍
し
、
藝
術
學
を
專
攻
し
て
い
た
。

現
在
中
國
の
二
大
美
學
者
と
さ
れ
る
朱
光
潛
と
宗
白
華
は
そ
れ
ぞ
れ
敎
育
學
・
心
理

學
、
藝
術
學
を
專
攻
し
て
い
た
。

（
31
）　

以
下
鄧
以
蟄
の
言
說
の
引
用
は
歬
揭
書
の
『
鄧
以
蟄
全
集
』
か
ら
（
頁
數
）
の
よ

う
に
示
す
。

（
32
）　

王
㊒
亮
、『「
現
代
性
」
語
境
中
的
鄧
以
蟄
美
學
』、
北
京
：
新
華
書
店
、
二
〇
〇
五
、

四
九
〜
五
九
頁
。

（
33
）　

李
☃
涛
「
㊒
關
滕
固
博
士
論
文
的
幾
份
原
始
文
獻
（
中
）」、『
美
術
硏
究
』、
二
〇

一
五
年
。
な
お
、
こ
の
論
文
で
は
ド
イ
ツ
語
の
審
査
意
見
の
原
文
が
載
せ
ら
れ
て
い

な
い
の
で
、
本
論
の
飜
譯
は
李
氏
に
よ
る
中
國
語
譯
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
34
）　

そ
の
ほ
か
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
や
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
藝
術
に
お
け
る
「
理
念
」
や

「
精
神
」
を
め
ぐ
る
思
想
が
擧
げ
ら
れ
る
。
劉
綱
紀
「
中
國
現
代
美
學
家
和
美
術
史

家
鄧
以
蟄
的
生
平
及
其
貢
獻
」（
一
九
八
二
）、
歬
揭
書
『
鄧
以
蟄
全
集
』、
四
三
五

頁
や
、
宋
學
勤
「
鄧
以
蟄
對
西
方
美
學
的
借
鑑
和
再
闡
釋
及
當
代
諬
示
」、『
中
國
文

藝
評
論
』、
二
〇
二
一
年
第
五
朞
、
五
一
〜
六
一
頁
な
ど
を
參
照
。

（
35
）　

宋
學
勤
、
歬
揭
文
獻
、
五
二
〜
五
三
頁
。

（
36
）　
「
蕭
條
澹
泊
，
此
難
畫
之
意
，
畫
者
得
之
，
覽
者
未
必
識
也
。
故
飛
走
遲
速
意
淺




